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20新学期を生協全体で考える

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 本溜 聖 ] 

motodamari.ak@fc.univcoop.or.jp

【発行元】
全国大学生協連
関西北陸ブロック

6月に2020年度新学期活動を3キャンパスの職員・GI合同で考えます。新
学期活動を振り返り、グレードのより高い新学期を追求します。

[ 新学期 ]
×

[ ともにつくる ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

日程：2019年6月22日（土）
場所：立命館大学ＢＫＣコラーニングハウス
①立命館生協の新学期全般を知る
②立命館の合格～入学までの全体の動きを
理解する

③2019年度の新学期総括と2020年度の目標の
重点を全体で確認する を目的とした。

この会議は3キャンパスの３回生がメインと
なって職員と共に作り上げました。
「立命館大学に来てよかったと思われる、新学
期にしましょう」と酒井専務からの言葉があり
ました。
2019年度に行った新学期企画のそれぞれの企

画の意味や目標を1回生に伝えました。さらに、
新学期企画を行うために、「企画力・運営力を
つけよう」「会議に積極的に参加しよう」や
「まず企画そのものを楽しもう」などと日常活
動で意識できることを伝えられていました。
これから執行代になる2回生には、「がむしゃ

らにやれ」「失敗してもなんとかなるからやっ
てみろ」「一回生に先輩としての姿をみせろ」
と鼓舞していました。
そんな3回生からの引継ぎの場でもありました。

一回生を仲間に入れて20新学期をスタート

新入生に大学生協としてできることを考え
ます。入学前は大学生活の全貌が見えないた
め、抽象的な悩みが多くなります。一方入学
後は具体的な悩みになります。そうした分析
のもと自分たちの経験を踏まえて、不安を挙
げていました。

新入生は何が知りたいかを熟考

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA


